










一九三〇年、朝鮮京城（現韓国・ソウル）生まれ。北海道大学工学部冶金工学科卒業。札幌の静修高、啓北商定時制・開成高で理科や数学を教えるかたわら、演劇部の指導に没入。 「オホーツクの すっこ」 「水仙月の四日」 「大きな木」の三本（作・演出）で全国優勝。札幌の劇団「青 会」と「森の会」で座付き作家、もっぱら北海道に根ざした脚本を書 続ける （演出も） 。 「オホーツクの女」は「青の会」旗揚げ公演として、一九六六年に発表。北海道文化賞・札幌芸術賞受賞。
鈴木喜三夫（すずき・きみお）
















北海道新聞記者一九六五年釧路市生まれ。早稲田大学政治経済学部卒業。大学時代に大野一雄や状況劇場、第三舞台、転形劇場、夢の遊眠社などを観て、 芸術の魅力に目覚める。二〇〇〇年九月から〇四年六月 で 北海


















































































大阪大学文学研究科教授（演劇学）近現代演劇史、演劇論。近年はヨーロッパ近現代演劇のアジア諸国での相互の影響関係の研究を通して演劇史の弾力的な刷新と理論構築を試みている。また日本 地域演劇における公共圏と演劇性の関係にも注目している。ロシア・モダニズム 、近代演技論、演劇史学などについて 論文多数。
堀田充規（ほりた・あつみ）
大阪芸術大学准教授大阪芸術大学舞台芸術学科舞台制作専攻卒業、田中照三、板阪普治に師事、舞台美術デザインを学ぶ。在学中に舞台テレビ美術家協会主催のデザインコンペ 入選 卒業後研究室に勤務、専任講師となり現職に至る。舞台美術家協会西日本支部理事、二〇一一プラハ・カドリエンナーレ学生部門日本代表。
